
 

  

2026 年 9 月号   

令和 8年 9 月 1日発行 通巻 422号 



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

1 火 大西・今川

4 金 河本・佐々木

5 土 定例役員会 10：00～ 藤城の家よりみち 鈴木・高橋

8 火 公文代・瀬田

11 金 坪内・田原

13 日 雀友会練習(健康麻雀） 12：45～16：00 藤城の家よりみち 松　村

15 火 藤井夫妻

18 金 野間・中西

25 金 細川・西川

29 火 秋季大会 松村・西村

※　奇数月の為コースは左回り（反時計回り）

※　当日7時前のＮＨＫニュース内の天気予報で降水確率60％以上の時

民謡の会はお休みです。

G.G　練習 9:：00～ 北堀公園

9:：00～ 北堀公園

　　猛暑日予想（気温35度以上）あった時は自動的に練習は中止とします。

G.G　練習

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　8　年　　9　月

9:：00～ 北堀公園G.G　練習
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  ９
月
か
ら
「
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」を
始
め
ま
す 

 

藤
城
連
合
実
年
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
感
じ
て
い
る
不
安
や
疑
問
を
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し

て
、
９
月
７
日
㈪
か
ら
「暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
を
始
め
ま
す
。

カ
フ
ェ
ふ
じ
し
ろ
の
開
催
日
に
合
わ
せ
、
会
場
の
一
画
で
行
政
書

士
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

相
続
や
遺
言
、
将
来
へ
の
備
え
、
役
所
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
「
気
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
誰
に
聞
け
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」「
専
門
家
に
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
な
の
か
迷
っ
て
い

る
」と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
困
り
ご
と
は
、
複
雑
に

な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
早
め
に
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
相
談
会
で
は
、
正
式
な
依
頼
を
前
提
と
せ
ず
、
ま

ず
何
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

な
の
か
、
ど
の
専
門
家
や
窓
口
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
一

緒
に
整
理
し
ま
す
。 

例
え
ば
、
「親
が
元
気
な
う
ち
に
相
続
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
て

お
き
た
い
」
「
自
分
の
希
望
を
遺
言
書
に
残
し
た
い
が
、
何
か
ら
始

め
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
「
一
人
暮
ら
し
を
続
け
る
う
え
で
、

将
来
の
財
産
管
理
や
見
守
り
が
心
配
」「
亡
く
な
っ
た
家
族
の
手
続

き
が
い
く
つ
も
あ
り
、
順
番
が
分
か
ら
な
い
」 

「
空
き
家
に
な
っ
た
実
家
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
ま
ず
相

談
先
を
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
段
階
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

問
題
が
ま
だ
具
体
的
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
準
備
や
次
の
行
動

が
見
え
や
す
く
な
り
ま
す
。 

行
政
書
士
と
は
、
行
政
書
士
法
に
基
づ
く
国
家
資
格
者
で
す
。
官

公
署
に
提
出
す
る
許
認
可
な
ど
の
申
請
書
類
、
契
約
書
や
遺
産

分
割
協
議
書
な
ど
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
、
事
実
を
証
明
す

る
た
め
の
書
類
を
作
成
し
、
関
連
す
る
相
談
や
手
続
き
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
暮
ら
し
に
身
近
な
分
野
で
は
、
遺
言
書
作
成
の

支
援
、
相
続
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の
書
類
の
整
理
、
各
種
契

約
書
の
作
成
、
外
国
人
の
在
留
手
続
き
、
事
業
に
必
要
な
許
認

可
申
請
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
行
政
書
士
の
役
割
は
、
単
に
書
類

を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
者
の
お
話
を
伺

い
、
現
在
の
状
況
や
希
望
を
整
理
し
、
ど
の
よ
う
な
書
類
や
手

続
き
が
必
要
な
の
か
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
も
大
切

な
仕
事
で
す
。
役
所
の
制
度
や
法
律
の
言
葉
は
難
し
く
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
内
容
を
一
つ
ず
つ
確
認
し
、
手
続
き
の

入
口
を
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
相
談
者
の
負
担
や
不
安

を
軽
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

一
方
で
、
行
政
書
士
は
、
す
べ
て
の
法
律
問
題
を
扱
え
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
続
人
同
士
で
す
で
に
争
い
が
あ
る
場
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合
の
交
渉
や
訴
訟
は
弁
護
士
、
相
続
税
な
ど
税
金
の
申
告
は
税
理

士
、
不
動
産
の
相
続
登
記
は
司
法
書
士
、
年
金
や
社
会
保
険
に
関

す
る
専
門
的
な
手
続
き
は
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
担

当
す
る
専
門
家
が
異
な
り
ま
す
。
こ
の
無
料
相
談
会
で
は
、
行
政

書
士
の
業
務
範
囲
を
超
え
る
内
容
に
つ
い
て
無
理
に
回
答
せ
ず
、

相
談
内
容
を
整
理
し
た
う
え
で
、
適
切
な
専
門
家
や
行
政
機
関
を

ご
案
内
し
ま
す
。
「ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」と

い
う
段
階
で
も
、
最
初
の
相
談
窓
口
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
い
た
だ
け
る
内
容
は
、
相
続
が
発
生
し
た
と
き
の
お
お
ま

か
な
流
れ
や
必
要
書
類
、
遺
言
書
を
作
る
意
味
と
基
本
的
な
考
え

方
、
成
年
後
見
・任
意
後
見
・見
守
り
契
約
な
ど
将
来
へ
の
備
え
、

役
所
へ
提
出
す
る
書
類
や
行
政
手
続
き
の
進
め
方
、
空
き
家
・土

地
・建
物
の
名
義
に
関
す
る
相
談
先
の
整
理
、
外
国
人
の
ご
家
族

に
関
す
る
在
留
手
続
き
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
暮
ら
し
の
中
で

「こ
れ
は
誰
に
聞
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
」と
感
じ
て
い
る
こ
と
も
、

お
話
を
伺
い
な
が
ら
相
談
先
を
整
理
し
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
１
組
２
０
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当

日
受
付
を
基
本
と
し
、
混
み
合
う
場
合
は
順
番
に
ご
案
内
し
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り
、
周
囲
に
話
が
聞
こ
え
に
く
い
よ

う
席
の
配
置
に
も
配
慮
し
ま
す
。
会
場
内
で
契
約
を
結
ん
だ
り
、

業
務
の
依
頼
を
強
く
勧
め
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
後
の
手
続
き
を
依
頼
す
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

こ
の
取
組
は
、
地
域
の
方
が
小
さ
な
不
安
を
早
め
に
相
談
し
、

大
き
な
困
り
ご
と
に
な
る
前
に
整
理
で
き
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
方
、
ご
家
族
と
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
方
、
ご
家
族
の
将
来
を
考
え
始
め
た
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
に
つ
い
て
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。 

ま
ず
は
３
か
月
程
度
の
試
行
と
し
て
、
月
１
回
か
ら
２
回
ほ

ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま

が
困
り
ご
と
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
早
め
に
相
談
で
き
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
ふ
じ
し
ろ
へ
お
越
し

の
際
に
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
を
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

開
催
概
要 

開
始
時
期 

令
和
８
年
９
月
か
ら 

開
催
日 

カ
フ
ェ
ふ
じ
し
ろ
の
開
催
日
に
合
わ
せ
て
実
施 

時
間 

午
前
１
０
時
か
ら
正
午
ま
で 

場
所 

藤
城
の
家 

よ
り
み
ち 

「カ
フ
ェ
ふ
じ
し
ろ
」会
場
内 

相
談
時
間 

１
組
２
０
分
程
度 

相
談
料 

無
料 

相
談
担
当 
ス
ガ
マ
行
政
書
士
事
務
所
行
政
書
士 

須
釜 

豊 

主
催 

藤
城
連
合
実
年
会 

協
力 

社
会
福
祉
法
人 

健
光
園 

藤
城
の
家 
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【健康すこやか学級】 

       
 

 8月のすこやか学級はお休みでした。あまりの猛暑に｢藤城の家｣

に来るだけでへたばってしまうのではないかと・・・（苦笑） 

皆様、お健やかにお過ごしでしたか？ 

熊本の地震・千葉の豪雨、各地で災害が起こっています。ありが

たいことに藤城は高台（・・・山の上か！）なので水害には縁が 

無い地域ですが、何が起こるかわかりません。防災対策としての 

心構えは必要かと思います。備蓄の品の消費期限の確認と入替え

や使い方の確認など見直しましょう。 

 

9月のすこやか学級のお知らせ 

①7日（月）10時～12時の間で｢すこやか茶話会｣よりみち 

 ＊スマホの使い方ちょっとお手伝い 

②10日（木）10時～12時｢すこやかレクリエーション｣よりみち 

 ＊身体を動かそう！楽しくゲームで盛り上がろう 

③17日（木）10時～14時｢すこやか基本型｣京都老人ホーム 

 ＊送迎付き ＊お弁当代 750円 

 京都老人ホームの方と一緒にレクしよう！ 

 
問合せ：社会福祉協議会 諸藤 090-6915-9781 
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これからの主な行事予定 

ご都合がつけば、ぜひ参加して、一緒に楽しみましょう！ 

地域では、これから楽しい行事が続きます。見るだけでも楽しい、応援するだけでも

楽しい、そして思い切って自ら参加すれば、もっと楽しい！ お友達やご近所の方も

誘って、ぜひご参加ください。 

 

■ 第 39回 藤城学区民体育祭（主催：藤城体育振興会） 

9月 27日（日） ※予備日：10月 4日（日）会場：藤城小学校 第 1グラウンド 

恒例の学区民体育祭です。敬老席も設けられますので、ゆっくり観戦・応援してい

ただけます。お楽しみ抽選会もあります。 

60歳以上の方には、ぜひ競技への参加もおすすめです！ 

プログラム 4番「ジャンケン競争」 プログラム 10番「シルバー玉入れ」 

いずれも 60歳以上の男女が対象です。 

勝っても負けても笑顔になれる競技です。 

ぜひチャレンジしてください！ 

 

 

 

 

■ 醍醐・小野ウォーキング（主催：すこやかクラブ京都 若手委員会） 

9月 30日（水）集合場所：折戸公園 所要時間：約 2時間 30分（約 5.5km） 

太閤・豊臣秀吉や小野小町ゆかりの地を訪ねながら、秋の訪れを感じるウォーキン

グです。仲間とおしゃべりを楽しみながら、歴史の道を歩いてみませんか。 

 

■ 藤城シルバーの集い（主催：藤城学区社会福祉協議会） 

10月 3日（土）午前 10時～12時 会場：藤城小学校 体育館 

参加資格：70歳以上の方 参加費：無料 

地域の皆さんと楽しく交流する「シルバーの集い」 

です。参加には申込みが必要です。 

自治会員の皆さんには案内ビラが配布されますので、 

ぜひご確認ください。 

 

 

「応援して楽しむ」「参加して楽しむ」――秋の行事を通じて、元気に、楽しく、地域の輪を

広げましょう！ 
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

＊　残暑お見舞い申し上げます。毎年のように、観測史上最高の気温を記録、という文字が

　新聞紙面を賑わすようになり、私達高齢者も「今までの知識や常識だけでは夏を過ごせ

　なくなってきた」と、意識を高める必要がありそうです。また、この猛暑の中、不便な生活

　を送られている熊本地震被災者の方々には心からお見舞い申し上げます。

＊　藤城ニューフレンド・秋季大会を９月２９日火曜日に行います。

　普段の練習には都合でなかなか参加できない方も是非,ご参加をお待ちしています。

* 7月23日（木）に　新阪急ホテル１階内のレストランブールヴァール　にて恒例の暑気払い

　サマーランチ会を開催。ビュッフェスタイルにて涼しい場所でおいしい料理とお酒と会話で

　楽しい時間を過ごしました。

　（お酒に酔ってしまい記念写真を撮るのを失念してしまいました。あしからず。）

＊区老連第二回親睦グラウンド・ゴルフ大会への参加申し込みについて

　　今回は早くに連絡をいただいたこともあり今からでも参加申し込みが可能です。

開催日　　　　１０月７日（水）（雨のときは翌日）

集合時間　　午前8時30分　　　　　終了は１時～２時頃（見込み）

開催場所　　　　　淀競馬場サッカーグラウンド

競　技　　　　　４回戦　　表彰は１０位まで　　ホールイン・ワン賞あり

参加費　　　　４００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込方法　　グループLINE、電話（岩崎または大西まで）、練習時など　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎回２００名以上の方々が参加されます。技量については問われません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まだ行ったことがない、と言われる方もこの機会にぜひ経験してみてください。

恒例の伏見区老人クラブ連合会主催によるグラウンド・ゴルフ大会が開催されます。
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令和8年 ７月 グラウンド・ゴルフ成績表

男性

開催日 参加者
平 均
スコア

H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

3 9 21.04 5 大西　公文代　坪内　藤井　細川

7 7 20.38 5 細川②　大西　公文代　藤井

計2日 16 20.75 10

女性

開催日 参加者
平 均
スコア

H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

3 14 22.31 11

7 15 22.13 12

計2日 29 22.22 23

〇７月は中旬以降は気温３５度以上の猛暑日予想の出される日が続き、残念ながら練習は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回のみとなってしまいました。スコアについては常連の方々が頑張っておられましたが

　、ホールイン・ワンについては女性陣が男性陣を圧倒する結果となりました。注目される

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは原田さんが前月の５個に引き続き圧倒的な成績を挙げられました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　暑くなってきて体調を崩される方が見受けられます。皆さんも気をつけて日々をお過ご

　　　  　しください。

お願い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練習中も水分補給を忘れず、体調に異変を感じたらすぐにプレーを中止して休む

　　ようにしてください。また。一緒に回っている方の様子がおかしいと感じられたときは、

　　すぐに部長、副部長に伝えてください。

部　員　募　集　中

入部時点で６５歳以上の方。男女は問いません。

練　習　日　　　平日火曜日及び金曜日の午前中(学校の休み期間を除く。また当日の天気

　　　予報で降水確率６０％以上及び気温35度以上の猛暑日予想のときは中止）　　

　　　　　　　　　　ご自分の都合にあわせての練習もOK。

練習場所　　　　北堀公園グラウンド

その他　　年４回競技会を実施。　その他部の行事あり
会費　　年間１５００円（年度途中入部は月割り）

（実年会未入会のかたは別途年会費１２００円。年度途中入会は月割り）

　　　　＊一度練習をのぞいてみて,ぜひ声をかけてください。

原田③　坂田②　今川　小園　佐々木　田原
中西　西川

今川②　小園②　原田②　池田　佐々木　田原
西出有　西村　藤井
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  第
５
回 

雀
友
会
夏
季
大
会
報
告 

雀
友
会
幹
事 

 

松
村 

隆
行 

強
烈
な
猛
暑
の
中
、
雀
友
会
大
会
が
８
月
２
日
（
日
）
藤
城
の

家
よ
り
み
ち
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

誠
に
無
様
な
事
な
が
ら
、
担
当
の
私
が
前
日
の
土
曜
日
早
朝
に

腹
痛
を
起
し
、
高
橋
猛
さ
ん
に
代
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
急
に

お
願
い
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
い
ま
し
て

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
午
後
に
は
正

常
に
戻
り
ま
し
た
が
無
理
し
な
い
事
に
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
１
２
時
３
０
分
の
集
合
時
間
を
１
６
名
の
皆
さ
ん
が

誰
の
遅
れ
も
な
く
来
て
頂
き
ま
し
た
事
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
大
西
さ
ん
進
行
の
基
、
ス
ム
ー
ズ
に
２
回
の
短
期
決
戦
が

行
わ
れ
、
結
果
・
前
回
四
月
に
続
き
大
西
さ
ん
が
今
回
も
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。
お
見
事
の
一
言
で
す
。
以
下
準
優
勝
は
細
川
さ
ん
、

Ｂ
・
Ｂ
賞
は
松
井
さ
ん
と
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
と
ん
と
、

役
満
は
出
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
い
つ
か
誰
か
が
上
が
る
で
し
ょ
う

ね
。 

き
っ
と
・
・
・ 

 

そ
し
て
、 

 

次
回
１
２
月
の
冬
季
大
会
も
楽
し
み
で
す
ね
。 

２
回
戦
～
３

回
戦
も
考
え
て
ま
す
が
ね
。
も
っ
と
違
う
盛
り
上
が
り
方
が
無
い

か
と
模
索
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
時
間
ば
か
り
あ
ま
り
使
う
の
も

負
担
が
掛
か
る
気
も
し
ま
す
し
、
暗
中
模
索
状
態
で
す
。
皆
さ
ん

は
こ
の
大
会
を
結
構
楽
し
ん
で
居
ら
れ
る
様
子
を
見
て
ま
す
と
、

余
り
い
じ
ら
な
い
方
が
良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

優勝の大西様 
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「
カ
フ
ェ 

ふ
じ
し
ろ
」 

兜
山
町 

 

高
橋 

 

猛 

「
カ
フ
ェ 
ふ
じ
し
ろ
」
に
参
加
し
て
、
新
し
い
お
友
達
を
た

く
さ
ん
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

と
て
も
温
か
く
、
初
め
て
で
も
ふ
ら

っ
と
入
り
や
す
い
、
い
い
雰
囲
気
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。 

場
所
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
、
藤
城
の
家 

地
域
交
流
ス
ペ
ー

ス
の
「
よ
り
み
ち
」
で
す
。 

９
月
は
、
３
日
（
木
）、
７
日
（
月
）、
１
４
日
（
月
）、
２
１
日

（
月
）
の
４
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前
１
０
時
か
ら
１
２

時
ま
で
で
す
。
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
が
、
お
か
わ
り
自
由

で
一
杯
２
０
０
円
。
こ
れ
は
も
う
、
財
布
に
も
や
さ
し
い
カ
フ
ェ

で
す
。 

ス
タ
ッ
フ
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
有
志
の

皆
さ
ん
。
時
に
は
、
か
わ
い
い
小
学
２
年
生
の
女
の
子
が
登
場
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

私
は
８
月
に
２
回
参
加
し
ま
し
た
が
、
初
対
面
の
方
々
と
も
楽

し
く
話
が
で
き
、
大
満
足
で
し
た
。
た
わ
い
も
な
い
世
間
話
の
中

に
も
、「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
」
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
た
り
し

て
、
得
し
た
感
じ
が
し
て
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。 

一
人
で
来
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
、
ち
ょ

っ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
気
が
つ
け
ば
新
し
い
知
り
合
い
が
で
き

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、「
カ
フ
ェ 

ふ

じ
し
ろ
」
へ
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

私
を
見
か
け
た
ら
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

コ
ー
ヒ
ー
の
お
か
わ
り
よ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
の
方
が
進
む
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
！ 
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  藤
城
子
ど
も
食
堂 

そ
う
め
ん
流
し 

８
月
１
８
日
（
火
）
、
京
都
教
育
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
「
い

き
い
き
棟
」
の
庭
で
、
藤
城
子
ど
も
食
堂
（
代
表
・
下
司
さ
ん
）
主
催

の
夏
恒
例
「
そ
う
め
ん
流
し
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
約
５
０
人
が
参

加
。
大
人
、
ス
タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
る
と
約
７
０
人
と
な
り
、
会
場
は

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
笑
顔
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
一
生
懸
命
す
く
い
取
り
、
「
取
れ
た
！
」

「
お
い
し
い
！
」
と
歓
声
を
上
げ
る
子
ど
も
た
ち
。
何
度
も
お
か
わ

り
す
る
姿
か
ら
も
、
夏
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
い
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
も
実
年
会
の
宮
杉
さ
ん
ご
一
家
や
「
現
代
の
名
工
」
の
平

良
次
さ
ん
が
、
そ
う
め
ん
流
し
に
使
う
竹
の
準
備
を
担
当
。
見
事

に
加
工
さ
れ
た
竹
の
流
し
台
と
器
が
、
楽
し
い
時
間
を
支
え
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
館
か
ら
の
送
迎
や
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
流
し
台

の
上
に
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
細
や

か
な
心
配
り
も
光
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
楽
し
い
行
事
は
、
多
く
の
方
々
の
準
備
や
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
実
現
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
何
よ
り
の
励
み

に
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
心
か
ら
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
笑
顔
と
感
謝
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
高
橋
） 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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立
山
室
堂
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て 

兜
山
町 

 

高
橋 

 

猛 

７
月
２
９
日
・
３
０
日
の
２
日
間
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
若
手
委
員
会

主
催
の
「
立
山
室
堂
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

午
前
８
時
１
０
分
、
京
都
駅
八
条
口
を
バ
ス
で
出
発
。
途
中
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
他
の
区
の
バ
ス
と
合
流
、
二
班
は
バ
ス
４
台
で
約
１
６

０
名
が
元
気
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
伏
見
区
か
ら
は
３
１
名
、
藤
城
か
ら

は
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

一
日
目
は
、
熊
の
出
没
情
報
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
称
名
滝
の

見
学
は
中
止
と
な
り
、
立
山
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の

「
ま
ん
だ
ら
遊
苑
」
は
、
地
獄
と
天
国
の
世
界
観
を
五
感
で
体
験
で
き

る
施
設
で
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。「
滝
を
見
た
か
っ
た
」
と

い
う
思
い
は
残
り
ま
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。 宿

泊
先
の
立
山
国
際
ホ
テ
ル
は
、
目
の
前
に
は
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ

が
広
が
り
、
冬
は
多
く
の
人
で
賑
わ
う
人
気
の
ホ
テ
ル
だ
そ
う
で
す
。
館

内
の
温
泉
は
「
美
人
の
湯
」
と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
驚
く
ほ
ど
肌
が

す
べ
す
べ
に
な
り
ま
し
た
。
夕
食
は
食
べ
切
れ
な
い
ほ
ど
の
ご
ち
そ
う
が

並
び
、
そ
の
後
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
各
区
の
皆
さ
ん
が
自
慢
の
歌
声
を

披
露
。
締
め
は
伏
見
区
か
ら
の
参
加
者
全
員
で
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

を
合
唱
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

二
日
目
は
い
よ
い
よ
標
高
２
４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
立
山
室
堂
へ
。
気
温

は
１
２
度
と
涼
し
く
、
天
気
予
報
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
日
に
強
い

雨
に
見
舞
わ
れ
た
一
班
と
は
対
照
的
に
、
私
た
ち
二
班
は
曇
り
時
々
晴
れ
。
ほ

ん
の
一
瞬
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
だ
け
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
長
袖
を
羽

織
っ
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。
遊
歩
道
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
ゴ
ミ

一
つ
落
ち
て
い
な
い
美
し
い
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
雪
対
策

の
た
め
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
の
上
は
歩
幅
に
注
意
が
必
要
で
し
た
。
夏
で
も
雪

渓
が
残
る
雄
大
な
景
色
に
感
動
し
ま
し
た
が
、
雷
鳥
に
は
出
会
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
室
堂
の
大
自
然
を
満
喫
し
、「
た
ま

に
は
都
会
を
離
れ
て
雄
大
な
自
然
に
身
を
置
く
の
も
い
い
も
の
だ
」
と
感
じ
ま

し
た
。 

帰
路
で
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
光
景
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

猛
暑
の
京
都
を
離
れ
、
涼
し
い
立
山
の
自
然
に
触
れ
、
多
く
の
仲
間
と
の
交

流
も
深
ま
っ
た
思
い
出
に
残
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。 
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  女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手 

と
の
ご
縁 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

真
夏
の
夜
、
た
ま
た
ま
私
は
妻
と
一
緒
に
、
女
子
バ
レ
ー
の
世

界
大
会
の
試
合
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
。
凄
い
弾
丸
サ
ー
ブ
を
す

る
選
手
に
目
が
と
ま
っ
た
。
超
速
攻
ス
マ
ッ
シ
ュ
も
強
烈
だ
っ
た
。

そ
の
選
手
の
名
前
は
和
田
由
紀
子
。 

元
々
、
私
が
勤
務
す
る
女
子
高
校
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
春
校
バ

レ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
の
三
冠
を
制
し
た
学
校
だ
っ
た
。
校

長
先
生
が
監
督
、
指
導
し
て
い
た
。
‘９
６
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
佐
伯
美
香
、
清
家
ち
え
、
鳥
居
千
穂
は
か
つ
て

成
安
の
体
育
館
で
汗
を
流
し
た
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表

選
手
で
す
。 

私
は
何
か
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
世
界
に
ご
縁
が
あ
る
な
ぁ
と
、

振
り
返
っ
て
思
う
の
で
す
。
鳥
居
千
穂
は
私
が
担
任
す
る
ク
ラ
ス

の
中
に
い
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
を
し
た
時
の
こ
と
も
憶
え
て
い
ま

す
。
あ
れ
か
ら
３
０
年
経
ち
、
今
は
京
都
の
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
強
豪
の
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
病
気
で
お
休
み
さ
れ
て
い

る
先
生
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
昨
年
の
９
月
か
ら
非
常
勤
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

初
授
業
の
時
、
私
が
福
知
山
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
伝 

え
ま
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
一
人
の
女
子
生
徒
が
私
に
質
問
し

ま
し
た
。
「先
生
！ 

福
知
山
出
身
で
す
か
～
！ 

私
も
で
す
。
両

親
は
福
知
山
に
住
ん
で
い
ま
す
。
」こ
ん
な
会
話
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
生
徒
は
、
ず
っ
と
キ
ャ
ッ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
久
美
浜
や
、
城
崎
方
面
な
ど
遠
く
か
ら
入
学
し
、
そ
の
多
く

が
寮
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

今
、
私
が
勤
務
す
る
学
校
の
玄
関
を
入
っ
た
所
に
、
和
田
由
紀

子
選
手
と
福
留
慧
美
選
手
が
花
束
を
抱
え
た
写
真
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た

後
、
母
校
で
報
告
会
を
開
催
し
た
時
の
写
真
で
す
。
全
校
生
徒
に

向
け
て
、
記
念
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
て
和
田
由
紀
子
選
手
が
京
都
・山
科
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
夏
、
８
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。 

家
内
と
一
緒
に
山
科
方
面
に
出
か
け
ま
し
た
。
山
科
の
勸
修
寺
近

く
に
あ
る
文
化
会
館
で
、
世
界
の
民
族
楽
器
の
展
示
・体
験
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
馬
頭
琴
、
ペ
ル
ー
の
カ
ホ

ン
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ン
ジ
ョ
ー
、
な
ど
珍
し
い
楽
器
も
展
示
さ
れ
、

見
学
者
は
自
由
に
触
っ
て
鳴
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
私
の
娘

の
家
族
や
、
姪
っ
子
や
孫
も
興
味
深
々
、
あ
ら
ゆ
る
楽
器
を
か
き

鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。 

私
は
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
受
付
に
お
ら
れ
た
ご
婦
人
に
、
色
々

と
質
問
を
し
ま
し
た
。
和
田
選
手
が
山
科
出
身
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
の
で
、
和
田
選
手
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
和
田
選 
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と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
手
が
卒
業
し
た
学
校
に
、
現
在
私
が
勤
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

と
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

す
る
と
、
そ
の
婦
人
の
口
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
飛
び
出
し
ま
し

た
。
「私
は
和
田
選
手
が
幼
い
頃
の
こ
と
か
ら
色
々
と
知
っ
て
い
ま

す
。
」私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
「幼
い
頃
は
ど
ん
な
子
ど
も
さ
ん

で
し
た
か
？
」と
尋
ね
る
と
、
婦
人
は
笑
顔
で
思
い
出
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
筋
の
女
の
子
だ
っ
た

の
で
す
。 

そ
の
後
、
私
はy

o
u

tu
b

e
やin

s
ta

g
ra

m

で
和
田
選
手
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
経
歴
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
小
・中
・高
と
全
国

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
幼
い
時
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
才
能
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

高
校
卒
業
後
は
Ｊ
Ｔ
マ
ー
ベ
ラ
ス(2

0
2

0
-2

0
2

4
)

、N
E

C

レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
川
崎(2

0
2

4
)

に
所
属
し
、
２
０
２
３
年
か
ら

日
本
代
表
と
し
て
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
ー
グ
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
世
界
選
手
権
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
移
籍
が
決

ま
り
、
さ
ら
に
世
界
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 P
S

.

余
談
で
す
が
、Yo

u
tu

b
e

の
マ
イ
コ
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
い
う

番
組
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
時
の
動
画
が
あ
り
、
色
々
と
面
白

い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
和
田
由
紀
子
さ
ん
、
と
て
も
ク

ー
ル
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
ボ
ソ
ッ
と
面
白
い
こ
と
を
言
っ
た
り
、 

和田由紀子選手 
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京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
～
ア
ジ
ア
の
頂
点
を
目
指
す

プ
ロ
選
手
を
支
え
る
最
新
ケ
ア
で
、
い
つ
ま
で
も

元
気
に
動
け
る
身
体
づ
く
り
を
～ 

    

実
年
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

い
つ
も
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
厳
し
か
っ
た
真
夏
の

猛
暑
も
よ
う
や
く
和
ら
ぎ
は
じ
め
、
朝
晩
の
風
に
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
心
地
よ
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
、
お
身
体
の
調
子
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
９
月
号
の
「
実
年
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
す
る
に
あ
た
り
、
ど
う

し
て
も
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
熱
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は
、
「
私
の
愛
す
る
サ
ッ
カ
ー
、
日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
が
今
年
度
か
ら

【
秋
春
制
（秋
冬
開
幕
）】
へ
と
移
行
し
、
い
よ
い
よ
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
開

幕
し
た
！
」と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
リ
ー
グ
は
、
春
に
開
幕
し
て
初
冬
に
終
わ
る
「
春
秋
制
」

で
し
た
が
、
近
年
の
災
害
級
の
猛
暑
か
ら
選
手
や
観
客
の
健
康
を
守
る
こ

と
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
主
要
リ
ー
グ
（８
月
～ 

９
月
開
幕
）と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
世
界
基

準
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
き
な
歴
史
的
変
革
が
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
。
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
で
声

援
を
送
る
と
い
う
、
新
し
い
観
戦
文
化
が
こ
こ
京
都
で
も
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
年
の
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
熱
狂

的
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

な
ん
と
今
シ
ー
ズ
ン
、
サ
ン
ガ
は
「国
内
３
大
タ
イ
ト
ル
（Ｊ
１
リ
ー
グ

・
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
・天
皇
杯
）」に
加
え
、
ア
ジ
ア
最
強
ク
ラ
ブ
を
決
め
る

国
際
大
会
「Ａ
Ｃ
Ｌ
（Ａ
Ｆ
Ｃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
）」と
い
う
、
ク
ラ

ブ
史
上
最
高
峰
の
【４
大
大
会
】
す
べ
て
に
参
戦
し
て
い
る
の
で
す
！ 

国
内
制
覇
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
舞
台
へ
！ 

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
が
挑

む
「
４
つ
の
戦
い
」。 

今
期
の
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
が
戦
う
舞
台
は
、
ま
さ
に
過
酷
を
極
め

る
と
同
時
に
、
夢
と
興
奮
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

週
末
に
国
内
リ
ー
グ
を
戦
い
、
平
日
に
ア
ジ
ア
の
国
々
へ
遠
征
し
て
カ

ッ
プ
戦
を
戦
う
と
い
う
、
ま
さ
に
数
日
お
き
に
決
戦
が
続
く
「
超
・過
密

日
程
」で
す
。
こ
の
過
酷
な
挑
戦
は
、
チ
ー
ム
全
体
の
総
合
力
は
も
ち
ろ

ん
、
選
手
一
人
ひ
と
り
の
並
外
れ
た
体
力
と
精
神
力
、
そ
し
て
緻
密
な
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
な
け
れ
ば
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
は
Ｊ
２
降
格
の
苦
し
み
も
味
わ
っ
た
京
都
サ
ン
ガ
が
、
今
や
「

京
都
の
誇
り
」を
胸
に
日
本
中
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
全
土
へ
挑
ん
で
い
る
姿

は
、
私
た
ち
地
元
京
都
に
暮
ら
す
人
々
に
計
り
知
れ
な
い
勇
気
と
感
動 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

 
 
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 
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亀
岡
市
に
あ
る
「
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム b

y
 K

Y
O

T
O

」は
、
日
本
屈
指

の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
が
な
い
た
め
ピ
ッ
チ

と
客
席
の
距
離
が
驚
く
ほ
ど
近
く
、
ボ
ー
ル
を
蹴
る
「ズ
ド
ン
！
」
と
い
う

重
低
音
や
、
選
手
同
士
が
声
を
掛
け
合
う
息
遣
い
ま
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
客
席
全
体
が
屋
根
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
雨
の
日
や

日
差
し
が
強
い
日
で
も
快
適
・安
心
に
観
戦
で
き
ま
す
。 

 

プ
ロ
も
愛
用
す
る
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
」の
可
能
性 

～
実
年
会
の
皆
様
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
～ 

こ
こ
で
、
先
ほ
ど
プ
ロ
選
手
た
ち
の
ケ
ア
と
し
て
ご
紹
介
し
た
「
Ｗ
Ｏ
Ｔ

Ｔ
」（ウ
ォ
ッ
ト
）施
術
」に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
話
し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

実
は
こ
の
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
、
プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
だ
け
の
も
の
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
実
年
会
の
読
者
の
皆
様
に
こ
そ
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
「健
康
寿
命
延
伸
の
素
晴
ら
し
い
可
能
性
」を
秘
め
て
い
る
の
で 

す
。 【Ｗ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
（ウ
ォ
ッ
ト
）と
は
？
】 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
は
、
特
殊
な
周
波
数
や
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
、
身
体

の
深
い
部
分
に
あ
る
細
胞
・筋
肉
・神
経
系
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
人
間
が
本

来
持
っ
て
い
る
自
然
修
復
力
や
代
謝
機
能
を
活
性
化
さ
せ
る
先
進
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
機
器
・施
術
法
で
す
。 

シ
ニ
ア
世
代
の
皆
様
の
場
合
： 

眠
っ
て
い
た
筋
肉
や
神
経
の
覚
醒
、
関
節
痛
・
だ
る
さ
の
緩
和
、
歩
行

バ
ラ
ン
ス
の
改
善  

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

当
院
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
励
む
、
頼
も
し
い
プ
ロ
選
手
に
福
岡
慎

平
選
手
、
奥
川
雅
也
選
手
、
酒
井
滉
生
選
手
が
来
ら
れ
て
い
ま
す
。 

サ
ッ
カ
ー
の
開
幕
と
４
大
大
会
へ
の
挑
戦
を
聞
い
て
、
私
が
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
熱
く
胸
を
躍
ら
せ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
単
に
一
人
の
サ
ッ
カ
ー
フ

ァ
ン
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

実
は
、
当
院
「大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
」に
は
、
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
な

ど
で
活
躍
す
る
現
役
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
た
ち
が
、
日
々
の
身
体
の
ケ

ア
（コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
に
通
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

激
し
い
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
、
数
日
お
き
の
移
動
と
連
戦
、
そ
し
て

勝
敗
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
。
１
回
１
回
の
プ
レ
ー
が
選
手
生
命
を
左
右
す
る

極
限
の
プ
ロ
の
世
界
で
、
彼
ら
は
当
院
の
「カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
（
骨

格
・背
骨
の
調
整
）」と
、
先
進
の
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
（ウ
ォ
ッ
ト
）施
術
」を
受
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

試
合
や
激
し
い
練
習
で
歪
ん
だ
背
骨
や
骨
盤
を
ミ
リ
単
位
で
整
え
、
Ｗ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
施
術
に
よ
っ
て
過
度
に
緊
張
し
た
筋
肉
や
神
経
系
、
そ
し
て
細
胞

レ
ベ
ル
の
深
部
疲
労
を
素
早
く
リ
カ
バ
リ
ー
す
る
。
ア
ジ
ア
の
頂
点
を
目

指
し
て
戦
う
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
身
体
を
、
こ
の
大
亀
谷
の
地
で
支
え

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
施
術
家
と
し
て
こ
の
上
な
い
誇
り
で
あ
り
、

大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム 

b
y
 K

Y
O

T
O

 

の
圧
倒
的
な
臨
場
感
と
快
適
さ

に
も
注
目
で
す
！ 
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【
実
年
会
の
皆
様
（
シ
ニ
ア
世
代
）
が
抱
え
る
お
悩
み
と
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
】 

 

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
お
悩
み
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

・
「最
近
、
足
が
上
が
り
に
く
く
な
り
、
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
」 

・
「膝
や
腰
が
重
だ
る
く
、
階
段
の
上
り
下
り
が
億
劫
に
な
っ
た
」 

・「朝
起
き
た
時
か
ら
身
体
が
固
ま
っ
て
い
て
、
疲
れ
が
抜
け
に
く
い
」 

・
「手
足
の
先
が
冷
え
て
、
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま
う
」 

 

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
単
な
る
筋
力
低
下
だ
け
で
な
く
、
「脳
か
ら
足
先

へ
の
神
経
伝
達
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
こ
と
」や
、
「深
部
の
筋
肉
が
硬
直

し
て
血
流
や
細
胞
の
代
謝
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
」が
根
本
的
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
施
術
は
、
バ
キ
バ
キ
と
強
い
力
を
加
え
る
よ
う
な
痛
み
を

伴
う
施
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
体
に
無
理
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
深
部
の
組
織
へ
優
し
い
刺
激
を
届
け
ま
す
。
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
に
よ
っ
て
「
身
体
の
大
黒
柱
で
あ
る
背
骨
と
骨
盤
」の
歪
み
を
整
え
た

上
で
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
を
施
す
こ
と
で
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。 朝

ス
ッ
キ
リ
目
覚
め
ら
れ
る
身
体
へ
と
導
き
ま
す
。 

「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け
る
」
自
信
と
活
力 

 

「プ
ロ
選
手
と
同
じ
最
新
ケ
ア
」を
受
け
る
こ
と
で
日
常
の
動
作
が
驚
く

ほ
ど
軽
く
な
り
、
「ま
た
お
孫
さ
ん
と
出
か
け
よ
う
」「旅
行
へ
行
こ
う
」「サ

ン
ガ
の
応
援
に
行
こ
う
」
と
い
う
前
向
き
な
生
き
る
気
力
が
湧
い
て
き

ま
す
。 

 

ま
さ
に
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
は
、
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
【
健
康
寿
命
を
延
ば
す
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
】
な
の
で

す
。 

 

新
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
Ｊ
リ
ー
グ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
へ
挑
む
京
都
サ
ン

ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
と
と
も
に
、
私
た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
素
晴

ら
し
い
実
り
の
秋
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

ま
た
来
月
を
お
楽
し
み
に
！ 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

院
長 

清
水
友
浩 

 

16 



 

  

17 



 

  

公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
道
端
で 

休
ん
で
い
た
ら 

拝
ま
れ
る 

隼
人
（
神
奈
川
県
、
61

歳
、
男
性) 

・
散
骨
を 

海
に
は
す
る
な 

泳
げ
な
い  

夕
陽
の
ガ
ン
マ
ン
（
千
葉
県
、
76

歳
、
男
性) 

・
ポ
イ
ン
ト
は 

使
っ
て
い
い
ぞ
と 
遺
言
に 

原
信
彦
（
岐
阜
県
、
66

歳
、
男
性) 

 

・
寒
く
な
い 

や
さ
し
い
妻
が 

猫
に
聞
く 

大
高
正
和
（
香
川
県
、
66

歳
、
男
性) 

・
手
相
で
は 

晩
年
安
泰 

そ
れ
は
い
つ 

ネ
コ
ハ
ル
（
徳
島
県
、
57

歳
、
女
性)

） 

・
リ
ビ
ン
グ
で 

す
べ
っ
て
転
ん
で 

ブ
レ
イ
キ
ン 

佐
藤
千
恵
子
（
愛
知
県
、
71

歳
、
女
性) 

・
高
齢
者 

前
期
後
期
の 

次
末
期
？ 増

山
健
一
（
東
京
都
、
77

歳
、
男
性) 

・
タ
ブ
レ
ッ
ト 

使
え
ず
回
る 

寿
司
見
つ
め 

 

と
ん
ち
ゃ
ん
（
大
阪
府
、
75

歳
、
女
性) 

・
１
０
時
間 

睡
眠
だ
け
は 

オ
オ
タ
ニ
流 

ジ
イ
ジ
（
愛
知
県
、
71

歳
、
男
性)

） 

・ 

「も
う
ダ
メ
だ
」 

言
っ
て
１
０
年 

元
気
で
す 

鈴
木
陽
菜
（
愛
知
県
・
21

歳
、
女
性)) 
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  リ
ホ
ー
ム
ダ
イ
エ
ッ
ト 

人
生
初
の
珍
？
事 

      

「
ピ
シ
ャ
…
ピ
シ
ャ
…
」
毎
晩
湯
船
に
浸
か
る
た
び
、
水
が
滴
る

よ
う
な
音
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
や
蛇
口
か
ら
水

が
垂
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
…
何
が
原
因
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

数
ヶ
月
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。 

あ
る
時
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
湯
船
か
ら
床
下
の
基
礎
に
水
が
垂
れ

て
る
か
も
？ 

浴
室
の
下
の
基
礎
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

中
に
水
滴
が
落
ち
れ
ば
、
こ
ん
な
音
が
す
る
か
も
！
？
」 
よ
く
見

た
ら
湯
船
の
栓
と
湯
船
の
繋
ぎ
目
の
と
こ
ろ
に
ほ
ん
の
少
し
隙
間

が
で
き
て
い
た
ん
で
す
。
恐
る
恐
る
湯
船
側
面
に
あ
る
ネ
ジ
を
外

し
、
手
を
思
い
っ
き
り
伸
ば
し
て
み
た
ら
案
の
定
、
数
セ
ン
チ
の
水

溜
り
が
浴
室
の
基
礎
部
分
に
で
き
て
い
ま
し
た
。 

業
者
に
尋
ね
る
と
ナ
フ
サ
が
足
り
て
な
い
の
で
す
ぐ
に
は
修
理

で
き
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
（５
月
ご
ろ
の
話
で
す
） 

で
も
こ
の

ま
ま
放
っ
て
お
い
た
ら
家
の
基
礎
の
木
材
が
腐
る
と
思
い
、
ス
ト

ー
ブ
の
給
油
に
使
う
手
動
ポ
ン
プ
を
加
工
し
、
３
時
間
ほ
ど
か
け

て
全
て
溜
ま
っ
て
い
た
水
を
抜
き
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
床
下 

は
湿
っ
て
い
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
床
面
に
敷
き
詰
め
、
除
湿

剤
を
何
個
も
置
い
て
様
子
を
見
た
の
で
す
が
…
。 

「
そ
う
い
や
、
こ
の
家
に
引
っ
越
し
す
る
時
、
床
下
収
納
の
箱
を

外
し
て
床
下
に
潜
っ
て
バ
ル
サ
ン
を
焚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど

…
浴
室
の
隣
、
脱
衣
場
の
部
屋
の
基
礎
は
浴
室
の
基
礎
か
ら
は
一

段
下
が
っ
て
い
た
よ
な
…
。
も
し
か
し
た
ら
そ
こ
も
水
か
溜
ま
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
…
。
」 

そ
う
思
っ
て
恐
る
恐
る
床
下
収

納
を
外
し
、
床
下
を
ほ
ふ
く
前
進
し
、
脱
衣
場
の
下
ま
で
行
っ
て

確
認
し
ま
し
た
。 

思
っ
て
い
た
と
お
り
そ
こ
に
は
浴
室
の
下
に
あ
っ
た
水
量
よ
り

も
多
い
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
「
さ
す
が
に
こ
の
量
を
汲
み
出

す
の
は
無
理
だ
な
。
」 

そ
う
思
い
床
下
換
気
扇
を
外
し
、
排
水
の

た
め
に
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ホ
ー
ス
を
そ
こ
か
ら
外
に
出
し
、
加

工
し
た
灯
油
ポ
ン
プ
と
繋
げ
ま
し
た
。 

床
下
に
潜
り
、
排
水
作
業
す
る
こ
と
３
時
間
で
概
ね
ほ
と
ん
ど

の
水
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
何
度
も
床
下
に
潜

り
、
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
並
べ
る
作
業
、
水
分
を
含
ん
だ
ペ
ッ
ト
シ
ー

ト
を
回
収
す
る
作
業
、
乾
燥
の
た
め
の
扇
風
機
の
設
置
作
業
、
緩

く
な
っ
た
脱
衣
場
の
床
下
に
突
っ
張
り
を
入
れ
る
作
業
…
。
何
度

も
何
度
も
床
下
に
潜
り
そ
の
度
に
１
・５
キ
ロ
ほ
ど
痩
せ
ま
し
た
。

名
付
け
て
リ
ホ
ー
ム
ダ
イ
エ
ッ
ト
（
笑
） 

業
者
に
頼
め
ば
浴
室
と
脱
衣
場
の
全
面
回
収
に
な
り
１
０
０
万

円
ほ
ど
か
か
る
と
こ
ろ
を
１
万
円
ほ
ど
の
材
料
代
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
大
変
だ
っ
た
の
は
床
下
の
無
数
の
尖
っ 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QRコードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
と
基
礎
の
穴
へ
の
出
入
り
で
し
た
。
ほ
ふ
く

前
進
し
て
い
る
と
尖
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
前
腕
や
胸
、
お
腹

に
刺
さ
り
、
痛
く
て
痛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

さ
ら
に
基
礎
の
部
屋
か
ら
部
屋
に
移
る
穴
が
小
さ
く
、
荒
く
尖

っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
通
る
の
が
激
痛
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
（
涙
！
） 

一
番
大
変
だ
っ
た
の
が
、
脱
衣
場
の
床
下
に
突
っ

張
り
を
入
れ
る
時
で
し
た
。
言
葉
で
表
現
し
に
く
い
の
で
す
が
、

手
の
届
く
ギ
リ
ギ
リ
奥
ま
で
手
を
伸
ば
し
、
右
手
で
床
下
突
っ
張

り
ポ
ー
ル
の
高
さ
を
調
整
す
る
の
で
す
が
、
骨
盤
が
脱
衣
場
の
基

礎
の
穴
を
通
ら
な
い
の
で
、
左
手
前
腕
と
い
わ
ゆ
る
ア
ソ
コ
で
自

分
の
体
重
を
支
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
体
勢
を
と
り
続
け
な
き
ゃ
い

け
な
く
な
っ
た
ん
で
す
（
笑
） 

人
生
初
の
チ
ン
事
で
す
わ
（笑
） 

あ

ま
り
の
痛
み
で
思
わ
ず
大
声
が
出
ま
し
た
！ 

一
瞬
い
っ
そ
引
き
返
そ
う
か
な
？ 

と
も
思
っ
た
の
で
す
が
こ

ん
な
作
業
は
人
生
で
今
し
か
で
き
な
い
と
思
い
、
ギ
リ
ギ
リ
で
踏

ん
張
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
で
も
ね
…
や
っ
ぱ
り
激
痛
な
ん
で
す

わ
（泣
）  

真
っ
暗
で
狭
い
床
下
で
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
痛
み
を
堪
え

る
方
法
を
考
え
た
ん
で
す
。
読
ん
で
い
た
ら
ア
ホ
く
さ
い
で
し
ょ

（笑
） 

も
う
少
し
で
終
わ
り
ま
す
。 

何
と
か
痛
み
を
堪
え
よ
う
と
、
そ
の
時
し
た
こ
と
は
呼
吸
を
整

え
る
こ
と
で
し
た
。
鼻
か
ら
息
を
吸
っ
て
口
か
ら
息
を
出
す
。
た

だ
意
識
し
て
呼
吸
す
る
こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
と
痛
み
の
種
類
や

原
因
に
も
よ
り
ま
す
が
、
痛
み
を
あ
る
程
度
は
抑
制
で
き
る
ん
で 

 

す
。
何
か
の
折
に
お
試
し

く
だ
さ
い
。 

 

伏見区大亀谷万帖敷町 123-36   

世
界
各
国
で
利
用
さ
れ

て
い
る
世
界
最
大
級
の
Ｅ

Ｃ
モ
ー
ル
のAmazon

か
ら

電
子
書
籍
を
出
版
し
て
お

り
ま
す
。
有
料
電
子
書
籍

介
護
部
門
で
１
１
位
に
な

り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

『
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
語

る 

共
に
歩
む
介
護
の
道
』

で
す
。 

お
薬
に
頼
ら
な
い
便
秘

解
消
法
や
ネ
ッ
ト
検
索
で

は
あ
ま
り
見
つ
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
減
塩
対
策

法
、
症
状
の
意
外
な
原
因

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護

に
役
立
つ
情
報
を
９
９
円

と
安
価
で
販
売
し
て
お
り

ま
す
。 

ご
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。 
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  「
残
暑
を
乗
り
切
る
、 

秋
口
の
体
調
管
理
と
食
の
工
夫
」 

  

   

９
月
に
入
り
、
朝
夕
に
は
ほ
ん
の
り
と
涼
し
い
風
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
季
節
の
移
ろ
い
を
少
し
ず
つ
意
識
す

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
中
は
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
残
暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
内
、
き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」
の
管
理
者
を
し
て

お
り
ま
す
、
山
形
康
彦
と
申
し
ま
す
。 

日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

９
月
は
、
夏
に
蓄
積
さ
れ
た
疲
労
が
ど
っ
と
表
面
化
し
や
す
く

、
朝
晩
の
寒
暖
差
や
不
安
定
な
天
候
か
ら
自
律
神
経
が
乱
れ
、
体

調
を
崩
し
や
す
い
「
季
節
の
変
わ
り
目
」
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

長
引
く
暑
さ
で
胃
腸
が
す
っ
か
り
弱
り
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に

食
欲
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
し
た
時
期
こ
そ
、
日
々
の
食
生
活
を
少
し
だ
け
見
直
し
、

体
に
優
し
い
栄
養
を
し
っ
か
り
と
補
給
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
秋
を
元
気
に
迎
え
る
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。 

夏
バ
テ
を
引
き
ず
り
が
ち
な
こ
の
時
期
に
意
識
し
た
い
の
が
、

胃
腸
に
負
担
を
か
け
ず
に
美
味
し
く
栄
養
を
摂
る
た
め
の
工
夫
で

す
。 例

え
ば
、
冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物
の
摂
り
過
ぎ
は
胃
腸
を
冷

や
し
、
消
化
吸
収
の
働
き
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

毎
日
の
献
立
に
温
か
い
お
味
噌
汁
や
、
丁
寧
に
と
っ
た
お
出
汁
を

き
か
せ
た
煮
物
を
一
品
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
温
か
い
汁

物
は
体
を
芯
か
ら
温
め
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
低
下
し
が
ち
な

胃
腸
の
働
き
を
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
「
食
の
楽
し
み
」
と
し
て
、
少
し

ず
つ
秋
の
気
配
を
取
り
入
れ
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
か
ぼ

ち
ゃ
や
さ
つ
ま
い
も
、
風
味
豊
か
な
き
の
こ
類
な
ど
、
こ
れ
か
ら
旬

を
迎
え
る
食
材
に
は
、
夏
の
間
に
受
け
た
紫
外
線
や
疲
労
を
ケ
ア

し
て
く
れ
る
栄
養
素
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。 

い
つ
も
の
食
卓
に
こ
う
し
た
食
材
を
ス
ー
プ
や
和
え
物
と
し
て

加
え
る
だ
け
で
、
自
然
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
食
卓
か
ら
季 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」 

管
理
者 

山
形 

康
彦 
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節
の
移
ろ
い
を
目
と
舌
で
豊
か
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

食
べ
る
こ
と
は
、
健
や
か
な
体
と
前
向
き
な
心
を
つ
く
る
す
べ
て
の
基
本
で

す
。
ご
自
宅
で
も
、
温
か
い
汁
物
や
旬
の
食
材
を
意
識
し
な
が
ら
、
ご
自
身
の
ペ

ー
ス
で
美
味
し
く
お
食
事
を
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
ど
う
ぞ
ご
無
理
を
な
さ
ら
ず
、
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
で
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

皆
様
が
健
や
か
に
、
心
地
よ
い
秋
の
日
々
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
な
毎
日
に
寄
り
添
う

地
域
の
『
き
っ
ち
ん
』
と
し
て
、
温
も
り
あ
る
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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業
開
始
、
普
請
、
移
転
、
婚
姻
、
開
店
す
べ
て
吉
。
首
、
太
骨
、
心

臓
、
肋
骨
、
右
足
の
病
気
や
怪
我
、
過
労
に
要
注
意
で
す
。
吉
方
位

は
東
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
物
事
が
順
調
に
進
む
好
調
運
で
す
。
交
際
面
で
拡
大
し
、
種
々
の
良

い
報
せ
や
喜
び
事
が
舞
い
込
み
、
経
済
的
に
も
ゆ
と
り
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。
好
運
の
月
で
あ
る
か
ら
、
見
込
み
の
あ
る
事
は
進
ん
で
企
画

す
る
と
よ
い
。
恋
人
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
吉

方
位
は
な
し
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
静
か
に
過
去
を
振
り
返
り
、
自
分
の
領
分
を
わ
き
ま
え
、
落
ち
着
い

て
手
堅
い
行
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
辛
労
が
多
く
何
事
を
す
る

に
も
困
難
が
伴
う
の
で
、
新
規
開
始
の
事
は
特
に
し
な
い
方
が
よ
い
。

ま
た
こ
の
月
に
発
病
す
る
と
長
引
く
か
ら
注
意
の
こ
と
。
現
状
維
持

で
変
化
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
南
。  

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
人
間
関
係
が
華
や
か
に
な
り
、
行
動
意
欲
が
出
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー

プ
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
り
、
研
究
成
果
を
世
に
問
う
機
会
に
恵
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
何
事
も
明
る
み
出
る
暗
示
が
あ
り
ま
す
の
で

、
秘
密
の
あ
る
人
は
要
注
意
で
す
。
物
事
を
は
っ
き
り
す
る
に
は
良

い
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
、
南
西
、
西
北
。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

九
月
（
一
白
水
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
八
日
（
白
露
） 

か
ら
十
月
七
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
攻
め
る
よ
り
守
り
の
時
期
と
心
得
て
く
だ
さ
い
。
実
行
中
の
こ
と
に

も
一
応
区
切
り
を
つ
け
て
、
後
々
の
発
展
に
備
え
、
万
全
を
期
す
る
要

素
が
大
切
で
す
。
反
目
、
離
反
、
中
傷
や
訴
訟
、
司
法
に
関
す
る
件
に

も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
普
請
や
新
事
業
は
開
始
を
見
合
わ
せ
た
方

が
よ
い
。
何
事
も
静
観
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
目
上
の
引
き
立
て
を
受
け
て
実
力
を
発
揮
し
、
堅
実
に
物
事
を
処

理
で
き
ま
す
。
何
事
も
努
力
の
し
が
い
が
あ
る
月
で
あ
る
。
新
事 

令和 8 年 9 月一白水星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
慣
れ
な
事
や
新
規
事
の
着
手

は
見
送
っ
た
方
が
無
難
で
す
。
特
に
健
康
面
と
金
銭
面
が
思
わ
し
く

な
い
よ
う
で
す
。
異
性
関
係
で
不
実
な
こ
と
を
し
て
き
た
人
は
、
家

庭
内
で
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
状
維
持
が
大

切
な
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
、
西
北
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
運
気
は
や
や
持
ち
直
し
、
上
昇
に
一
歩
近
づ
き
ま
し
た
。
金
回
り

が
良
く
な
っ
た
り
喜
び
事
も
起
こ
り
ま
す
が
、
本
分
を
怠
ら
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
諸
事
滞
り
が
ち
で
あ
る
が
、
努
力
が
い
が
あ
る
か

ら
怠
ら
ず
努
め
る
と
よ
い
。
来
月
の
良
い
運
気
の
月
の
準
備
と
し

て
何
事
も
月
の
後
半
に
処
理
を
す
る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
、
西
北
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が
出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
な
れ

ま
す
。
諸
事
好
調
に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
積
極
的
に
す
る
方

が
よ
い
。
こ
と
に
辰
巳(

東
南)

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到
来

す
る
こ
と
が
あ
る
。
吉
方
位
は
東
南
、
西
北
。 

 
 
 
 
 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
明
る
い
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
て
、
情
熱
的
な
炎
が

人
と
人
と
の
交
流
の
中
で

灯
り
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
が

明
白
と
な
り
ま
す
。
高
い

信
用
や
名
誉
、
良
い
評
判

を
得
て
、
仕
事
も
人
間
関

係
も
金
銭
面
も
全
て
好

調
で
す
。
ま
た
遠
方
か
ら

利
益
を
得
る
こ
と
が
あ
ろ

う
。
未
婚
の
男
女
は
結
婚

が
決
ま
る
月
で
も
あ
り
ま

す
。
吉
方
位
は
な
し
。 
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実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
二
十
二
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
八
年
九
月
一
日
発
行 

  
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

   a
d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

印
刷
・
製
本 

 

有
志
の
皆
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
お
盆
を
過
ぎ
て
も
、
体
温
を
超
え
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て
い
る
。
も

う
そ
ろ
そ
ろ
勘
弁
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
朝
か
ら
気
温
の
数
字
を

見
る
だ
け
で
気
持
ち
ま
で
ぐ
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。
赤
と
ん
ぼ
が
飛

び
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
が
鳴
き
始
め
て
い
る
の
に
、
な
か
な
か
秋
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
早
く
涼
し
い
風
が
吹
き
、
虫
の
音
を
聞
き
な
が

ら
「
秋
が
来
た
な
あ
」と
感
じ
た
い
も
の
だ
。 

◎
こ
の
暑
さ
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
や
る
気
ま
で
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て

い
き
そ
う
だ
。
本
当
に
へ
ん
な
時
代
に
な
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。
し
か

し
、
数
年
後
に
は
「
昔
は
夏
が
暑
か
っ
た
な
あ
」
で
は
な
く
、
「
今
ぐ
ら

い
が
普
通
だ
っ
た
」
と
言
う
時
代
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考

え
る
と
、
少
し
恐
ろ
し
く
な
る
。 

◎
草
の
成
長
速
度
も
異
常
な
ほ
ど
早
い
。
せ
っ
か
く
草
刈
り
を
し
て
き

れ
い
に
し
た
と
思
っ
た
ら
、
気
が
付
け
ば
ま
た
青
々
と
伸
び
て
い
る
。

水
や
り
も
欠
か
せ
な
い
。
暑
い
中
で
汗
を
流
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

る
が
、
時
々
「
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
、
む
な
し
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。 

◎
幸
い
、
今
の
と
こ
ろ
藤
城
で
は
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
全
国
を
見
れ
ば
、
地
震
、
豪
雨
や
台
風
、
猛
暑
な
ど
で
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
同
じ
日
本
で
、
突
然
そ
れ

ま
で
の
日
常
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
思
う
と
、
と
て
も
他
人
事
と
は
思

え
な
い
。
自
然
の
力
に
は
逆
ら
え
な
い
と
は
い
え
、
何
と
か
な
ら
な
い

も
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。 

◎
玄
関
先
の
藤
の
花
が
、
今
年
は
何
と
４
度
も
咲
い
た
。
こ
れ
ま
で
こ
ん

な
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
き
れ
い
な
花
を
見
て
喜
ぶ
一
方
で
、

「
や
っ
ぱ
り
何
か
が
お
か
し
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
年
に
な
っ

て
、
急
激
に
変
わ
っ
て
い
く
気
候
や
世
の
中
に
、
な
か
な
か
順
応
で
き

な
い
。
そ
れ
で
も
、
何
か
に
希
望
を
持
ち
な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
と

思
う
。 

◎
少
し
や
け
く
そ
気
味
の
最
近
は
、
テ
レ
ビ
よ
り
も
ス
マ
ホ
で
シ
ョ
ー
ト

ド
ラ
マ
を
観
る
こ
と
が
増
え
た
。
筋
書
き
は
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な

も
の
な
の
に
、
な
ぜ
か
続
き
が
気
に
な
り
、
つ
い
つ
い
見
入
っ
て
し
ま

う
。
「
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
よ
う
」
と
思
っ
て
も
、
次
が
出
て
く
る
と
ま

た
観
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
気
が
付
け
ば
寝
落
ち
し
て
い
る
こ
と
も
し

実年会だよりのバックナンバーは、この QRコ
ードからご覧いただけます。ぜひ一度、これま
での歩みもお楽しみください。 

ば
し
ば
。
睡
眠

不
足
に
な
る
こ

と
も
分
か
っ
て

い
る
。
後
期
高

齢
者
、
上
手
に

自
分
の
体
と
つ

き
合
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い

る
。 
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